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松
代
町
老
人
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
、

8
月
9
日
松
代
高
校
体
育
館
で
、
町

内
各
地
区
よ
り
選
手
・
応
援
団
、
約

五
百
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
町
が
お
年
寄
り
の

健
康
増
進
対
策
の
一
環
と
し
て
、
軽

ス
ポ
ー
ッ
の
普
及
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
、

風
船
割
り
、
ビ
ン
つ
け
、
輪
投
げ
、

ボ
ー
ル
運
び
、
玉
こ
ろ
が
し
、
大
玉

送
り
、
紅
白
玉
入
れ
等
の
競
技
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
又
「
腹
が
へ
っ
て

は
い
く
さ
は
で
き
ぬ
」
と
ば
か
り
全

員
参
加
に
よ
る
パ
ン
喰
い
競
争
も
あ

り
会
場
は
笑
顔
と
声
援
で
楽
し
さ
い

っ
ぱ
い
で
し
た
q
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国
民
年
金
の
老
令
年
金
は
、
原
則
と

し
て
65
オ
か
ら
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
年

金
は
本
人
が
請
求
し
な
い
と
も
ら
え
な

い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
外

と
知
ら
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
年
金
を
も
ら
う
に
は
、
役
場
の
国
民

年
金
係
の
窓
口
で
「
裁
定
請
求
」
の
手

続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手

続
に
お
い
で
に
な
る
前
に
、
支
払
金
融

機
関
（
年
金
を
受
け
取
る
所
、
松
代
で

は
松
代
農
協
、
第
四
銀
行
支
店
、
郵
便

局
、
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
）
を
決
め
て

お
い
て
下
さ
い
。

　
65
オ
ー
こ
れ
は
国
民
年
金
の
老
令
年

金
の
支
給
年
令
で
す
が
、
本
人
の
希
望

に
よ
り
6
0
オ
か
ら
6
4
オ
ま
で
の
間
な
ら

い
つ
で
も
年
金
を
繰
上
げ
て
請
求
す
る

繰上げ請求はよく考えてから…

こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
場

戸
籍
の
窓
口
か
ら

合
の
年
金
額
は
一
生
減
額
さ
れ
た
ま
ま

で
す
し
、
年
金
額
が
増
額
さ
れ
る
た
び

に
、
6
5
オ
か
ら
の
満
額
年
金
と
の
差
は

広
が
る
一
方
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
男
㎜
オ
、
女
陥
オ

と
延
び
て
、
世
界
の
一
、
二
を
争
う
長

寿
国
に
な
っ
た
こ
と
は
だ
れ
で
も
が
長

生
き
す
る
時
代
を
迎
え
た
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
長
い
老
人
期
に
頼
り
に
な
る

の
は
年
金
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
健

康
に
全
く
自
信
が
な
い
…
…
と
い
う
方

は
別
と
し
て
、
や
は
り
満
額
年
金
を
も

ら
っ
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
。
こ
の

こ
と
を
よ
く
考
え
て
か
ら
年
金
の
請
求

を
し
て
も
遅
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

例は大正7年4月2

生れの人が完納した場合
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支給’《 58％ 65％ 72％ 80％ 89％ 100％

年
60歳
　～

6論

61歳
　～

6蘇満

62歳
　～

6論

63歳
　～

詠満

64歳
　～

識

65歳
　～

6蝕満

　
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
か
ら
恒
例
の
老
人
福
祉
週
間
が

始
ま
り
ま
す
。
わ
が
国
は
世
界
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
で
、
現
在
、
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
九
百
七
十

九
万
人
い
ま
す
。
そ
し
て
二
十
二
年
後

の
昭
和
七
十
五
年
に
は
、
千
九
百
万
人

を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
「
老
人
問
題
」
は
私
た
ち
自
身
の

問
題
な
の
で
す
。
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と

り
が
、
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
世
代
を
超
え
た

連
帯
と
話
し
合
い
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
必

要
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

八
月
受
付
分
（
受
付
順
）

離讐

騒

　
　
　
父
幸
隆

山
本
和
幸
　
　
　
二
男
　
犬
伏
　
田
方

　
　
　
母
広
子

　
　
　
父
由
松

佐
藤
夏
代
　
　
　
三
女
滝
沢
九
郎
兵
エ

　
　
　
母
・
・
、
工

　
　
　
父
陸
生

牧
田
祐
次
　
　
　
二
男
峠
し
た
い
し
わ
ら

　
　
　
母
光
子

　
　
　
父
達
次
郎

佐
藤
佳
代
　
　
　
長
女
　
千
年
　
沢
入

　
　
　
母
絹
代

　
　
　
父
恒
敏

米
持
雄
一
　
　
　
長
男
室
野
し
ん
た
く

　
　
　
母
優
子

　
　
　
父
俊
孝

本
柳
理
恵
子
　
　
長
女
松
代
つ
ね
さ
か
や

　
　
　
母
博
子

五
十
嵐
芳
信
　
六
ニ
オ
　
竹
所
　
丹
保

佐
藤
　
サ
ヨ

小
山
　
直
栄

樋
口
富
之
丞

村
山
　
松
吉

中
村
　
律
子

柳
　
　
和
平

七
七
オ
　
室
野
や
い
じ

六
八
オ
小
貫
ざ
か
ん
の
う

七
六
オ

七
四
オ

ニ
○
オ

六
五
オ

松
代
九
左
工
門

室
野
　
天
井

松
代
ひ
ふ
み
や

松
代
　
大
門

婁翻謬翻翻離翻釜翻釜謬翻釜謬翻鷺灘翻翻ぐ

一みんなで築こう

　　　　　　豊かな老後＝

※
先
月
分
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

の
「
川
嶋
和
貴
」
は
「
小
嶋
和
貴
」
の

誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

人ロのうこき

　9月1日現在

世帯数　1，944（一5）
人口男　3，771（一11）

　　女3，836（一9）
　　計7，607（一20）
出生　　6　　　死亡　　7

転入　　9　　　転出　28

増計　15　　　　減計　35



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑯

母
性
貧
血

検
査
に
つ
い
て

　
毎
年
小
学
校
の
学
区
毎
に
、
母
性
貧

血
検
査
（
2
0
オ
～
39
オ
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
結
果
は
そ
の
都
度
公
報
「
ま
つ

だ
い
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

貧
血
の
方
が
非
常
に
多
い
と
い
う
実
状

で
あ
り
ま
す
。

　
40
オ
以
上
の
方
に
は
循
環
器
検
診
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
2
0
代
～
3
0
代
の
家
庭

婦
人
に
は
検
診
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
今
年
は
貧
血
検
査
の
時
に
循
環

器
検
診
の
一
次
検
診
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
期
日
は
9
月
2
6
日
2
7
日
と
1
0
月
n
日

の
三
日
間
で
す
。
種
々
の
検
査
の
た
め

松
代
ま
で
来
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
師
と
検
査
技
師
の
都
合
で
忙
し
い
時

期
に
な
っ
て
大
変
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ

ん
が
、
通
知
を
受
け
た
方
は
必
ず
出
席

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
3
0
オ
代
で
も
高
血
圧
や
尿
異
常
の
あ

る
人
が
時
々
い
ま
す
。
貧
血
と
と
も
に

高
血
圧
や
肥
満
を
防
止
し
て
元
気
で
長

生
き
し
ま
し
ょ
う
。

　
ピ
ー
マ
ン
、
か
ぼ
ち
ゃ
等
緑
黄
色
野

菜
の
多
い
時
期
で
す
。
蛋
白
質
や
無
機

質
と
共
に
充
分
食
べ
て
下
さ
い
。
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去
年
の
八
月
か
ら
今
年
の
七
月
ま
で

の
一
年
間
に
結
婚
さ
れ
た
方
が
、
松
代

町
で
3
2
組
お
ら
れ
ま
す
。

　
新
し
い
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
に
お
い
て
、
幸
せ
な
結
婚

生
活
を
営
み
、
か
つ
家
族
全
体
の
生
活

が
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
と
願
っ
て
、
今蝋

年
も
七
月
二
十
五
日
、
八
月
二
日
、
七

日
と
三
回
に
亘
っ
て
新
婚
学
級
が
開
講

さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
昼
は
忙
し
い
仕
事
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
、
夜
七
時
半
か
ら
十
時

ま
で
の
間
で
し
た
が
、
13
組
の
方
が
あ

る
時
は
二
人
仲
よ
く
、
都
合
の
つ
か
な

い
時
は
や
む
な
く
一
人
で
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
三
日
目
の
時
、
最
後
に
皆
で
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。
「
あ
の
先
生
の
お
話

を
聞
き
の
が
し
て
残
念
だ
っ
た
。
」
「
一

回
の
時
間
は
少
な
く
て
も
よ
い
か
ら
も

っ
と
回
数
を
ふ
や
し
た
ら
ど
う
か
。
」

「
も
う
妊
娠
し
て
い
る
の
で
も
っ
と
早

く
や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
よ
か
っ
た
。
年

2
回
位
ど
う
か
。
」
「
一
日
目
来
る
の

が
恥
し
か
っ
た
け
れ
ど
参
加
し
て
よ
か

っ
た
。
」
「
皆
と
一
し
ょ
に
な
れ
て
よ

か
っ
た
。
　
」
「
来
年
は
新
婚
で
な
く
な

る
け
れ
ど
又
参
加
さ
せ
て
欲
し
い
。
」

…
…
色
々
の
意
見
を
皆
さ
ん
全
員
が
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
要
望
を
で
き
る
だ
け
と
り

入
れ
て
来
年
も
や
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
結
婚
さ
れ
る
方
は
勿
論
、
今
年
参

加
さ
れ
た
方
も
な
る
べ
く
多
く
出
席
し

て
頂
い
て
、
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
築
く

た
め
の
一
助
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

出
稼
検
診
を
終
っ
て

　
六
月
に
実
施
し
ま
し
た
出
稼
検
診
は

八
月
末
の
事
後
指
導
会
で
全
部
終
り
ま

し
た
。
検
診
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
対
　
象
　
者

・
一
次
受
診
者

　
　
受
診
率

・
二
次
受
診
者

　
　
要
医
療

　
　
要
指
導

　
　
要
観
察

・
事
後
指
導
会
出
席
者

　
　
　
　
　
　
出
席
率

　
受
診
率
、
事
後
指
導
会
出
席
率
は
と

も
に
80
％
以
上
で
す
が
、
部
落
に
よ
っ

て
は
ど
ち
ら
も
非
常
に
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

・
一
次
受
診
率
の
7
0
％
未
満

　
　
菅
刈
　
　
六
二
・
九
％

　
　
田
沢
　
　
六
一
・
九
％

　
　
滝
沢
　
　
六
六
・
七
％

　
　
峠
六
八
・
六
％

・
事
後
指
導
会
出
席
率
の
7
0
％
未
満

松
代
小
荒
戸

菅
刈
田
沢
清
水
孟
地
中
子
福
島
峠

九
七
八
人

八
一
七
人

八
三
・
五
％

四
〇
五
人

一
六
八
人

二
二
五
人

一
〇
二
人

　
　
三
二
五
人

　
八
〇
二
西
％

六
八
・
九
％

六
二
・
五
％

六
二
・
五
％

六
二
・
五
％

五
〇
・
○
％

三
三
・
三
％

五
〇
・
○
％

五
二
・
九
％

六
三
・
七
％

　
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
も
う
お

そ
い
の
で
す
。
人
の
た
め
で
は
な
く
自

分
の
た
め
の
検
診
で
す
の
で
、
是
非
受

診
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
又
受
診
し
て
も
結
果
を
知
ら
な
け
れ

ば
受
診
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
事
後

指
導
会
に
欠
席
さ
れ
た
人
は
毎
土
曜
日

の
午
前
中
に
役
場
へ
来
て
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
来
ら
れ
な
い
場
合
は
近
日
中
に
循
環

器
検
診
の
事
後
指
導
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
そ
の
会
場
へ
是
非
お
出
で
下
さ
い
。

　
治
療
の
継
続
や
日
常
生
活
の
注
意
で

心
電
図
の
異
常
が
な
お
っ
た
人
も
何
人

も
あ
り
ま
し
た
。

　
早
く
自
分
の
受
診
結
果
を
知
っ
て
、

日
常
生
活
に
十
分
注
意
し
て
、
忙
し
い

時
期
を
健
康
で
す
ご
し
て
、
元
気
で
出

稼
ぎ
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（3）



第
3
2
回
松
代
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

西
松
建
設
チ
ー
ム
が
初
優
勝
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松
代
ス
ク
ー
ル
メ
ッ
ッ
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町
野
球
協
会
主
催
の
第
詔
回
町
長
杯

争
奪
野
球
決
勝
大
会
が
8
月
2
7
日
松
代

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
山
平
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
大
会
に
は
予
選
リ
ー
グ
で
勝
残

っ
た
8
チ
ー
ム
（
参
加
24
チ
ー
ム
）
が

出
場
、
熱
戦
を
続
け
、
決
勝
は
、
西
松

建
設
チ
ー
ム
が
土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

を
破
り
、
初
の
町
長
杯
を
獲
得
し
ま
し

た
。

●
●
－
●
。
「
』
●
・
1
』
■
0
1
●
6
1
●
o
l
●
．
－
●
。
－
●
．
－
●
．

国
を
守
る
充
実
の

陸

優勝
9

勝決
0

準

11

役

場

－
　
商
　
工
　
会

13

AB

2

西
　
松
　
建
　
設

3　
　
役

50

　　6

8

場

B

伊
沢
ワ
ン
ダ
ー
9

ア
ザ
ミ
ヒ
ラ
ー
ズ

土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

－
●
．
－
●
．
－
●
．
－
●
。
－
●
●
－
●
・
－
●
9
1
●
．
－
●
。
－
●
。
1
0
・
「
ユ
●
．
「
二
●
。
－
●
9
1
●
・
－
●

よ
ろ
こ
び

・
海
・
空

自
衛
官
募
集
中
”

　
《
各
種
募
集
案
内
》

二
等
陸
海
空
士

　
　
　
満
一
八
オ
～
二
五
オ
未
満

　
　
　
　
常
　
時
　
受
　
付

二
等
陸
海
空
士

　
　
　
来
春
高
校
卒
業
予
定
者

　
　
　
　
受
付
九
月
　
試
験
十
月
六
日

航
空
学
士

　
　
　
来
春
高
校
卒
業
予
定
者

　
　
　
　
受
付
九
月
　
試
験
十
月
一
日

一
般
㎜
茜
日
候
巌
子
仕
⊥

　
　
　
来
春
高
校
卒
業
予
定
者

　
　
　
　
受
付
九
月
　
試
験
十
月
八
日

防
衛
大
学
校
学
生

　
　
　
来
春
高
校
卒
業
予
定
者

　
　
　
　
受
付
十
月
試
験
十
一
月
三
日

※
詳
し
い
こ
と
は
市
町
村
役
場
又
は
高

　
田
募
集
事
務
所
へ
お
問
い
合
せ
下
さ

　
い
。
　
（
T
E
L
O
二
五
五
i
二
三
i

　
五
一
一
七
）
内
線
三
六
二
と
三
六
三

2等陸・灘・空墨篠騨辮1

自衛隊の原動力といわれている自衛官です。

入隊と同時に2等陸・海・空士に任用され、

新隊員教育隊で教育を受けた後、各部隊に配

属され、各種の分野で活躍します。

入隊者は全員営舎内（艦艇内）居住で衣食住無

料支給のうえ、初任給83，700円その他勤務の

内容によって各種手当が支給されます。

●任用期簡は2年又は3年が一任期ですが、

特別の支障がないかぎり再任用されます。

そして本人の努力次第で試験にパスすれば、

曹・幹部に昇任できます。

（4）

　
9
月
3
日
、
恒
例
の
郡
青
年
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
松
代
中
学
校
入
口
三
叉
路

を
ス
タ
ー
ト
に
ゴ
ー
ル
の
浦
川
原
公
民

館
前
ま
で
全
長
三
二
・
六
㎞
を
9
区
間

9
人
の
選
手
で
継
走
さ
れ
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
郡
民
の
方
々
の
盛
大
な
応

援
を
受
け
、
出
場
選
手
は
若
い
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
松
代
青
年
チ
ー
ム
は
三

位
に
入
賞
す
る
好
成
績
で
し
た
。

　
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

－
位
　
安
　
塚

　
　
　
　
　
　
二
時
間
四
分
二
十
七
秒

2
位
　
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
二
時
間
十
分
四
十
四
秒

3
位
　
松
　
代

　
　
　
　
　
二
時
間
十
五
分
五
十
七
秒

4
位
　
大
　
島

　
　
　
　
　
二
時
間
十
六
分
二
十
九
秒

5
位
　
浦
川
原

　
　
　
　
　
二
時
間
十
九
分
二
十
八
秒

松代青年チーム個人記録

区間 氏名 タイム 区間順位

1 鈴木誠一 15：22 4
2 関谷栄治 11：18 2
3 関谷　　馨 17：27 2
4 市川輝雄 20：59 4
5 斉木　　優 16：43 4
6
． 市川　　弘 10：33 3
7 関谷邦一 13：21 3
8 関谷良一 15：26 4
9 五十嵐勲 14：48 4
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／

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

九
月
二
十
　
日
～
三
十
日

　
こ
ど
も
た
ち
も
長
い
夏
休
み
が
終
り
、

学
校
や
幼
稚
園
に
、
ま
た
、
お
年
寄
り

の
幸
せ
と
生
き
が
い
を
願
っ
て
「
敬
老

週
間
」
も
始
ま
り
ま
す
。

↓
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を

　
　
　
身
に
つ
け
よ
う
1

　
　
　
　
　
　
（
自
転
車
安
全
教
室
）

　
こ
の
機
会
に
、
運
転
者
、
歩
行
者
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
安
全
運

動
に
参
加
し
、
こ
ど
も
と
お
年
寄
り
を

交
通
事
故
か
ら
守
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
〔
家
　
庭
〕

・
交
通
安
全
を
語
ろ
う
。

　
特
に
、
こ
ど
も
の
交
通
安
全
は
家
庭

　
か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
。
家
庭
生
活
の

　
場
は
実
践
指
導
の
機
会
が
多
く
あ
り

　
ま
す
。
こ
ど
も
に
正
し
い
ル
ー
ル
が

　
身
に
つ
く
か
、
つ
か
な
い
か
は
家
庭

　
で
の
指
導
が
鍵
で
す
。

・
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
身
に
つ

　
ナ
よ
う
。

　
‘
　
こ
ど
も
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
将
来

　
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。
最
近
の
ド
ラ

　
イ
バ
ー
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
人

　
間
と
し
て
の
道
徳
で
は
な
い
か
と
指

　
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
の
正
し

　
い
安
全
な
乗
り
方
の
指
導
は
そ
の
意

　
味
で
、
必
ず
や
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　
〔
自
動
車
運
転
者
〕

・
“
お
先
に
ど
う
ぞ
”
の
気
持
で
運
転

　
を
。

　
こ
ど
も
の
事
故
は
「
と
び
出
し
」
、

乾燥機による火災をなくそう

　　　　　　一消防署からのお願い一

　これから農繁期に入り乾燥機を使用する機会が多くなり

ます。忙しい毎日ですがちょっとした不注意や気のゆるみ

により火災が発生しています。次の点に十分注意して下さ

い0

1．秋の使用前には必ず点検する。

2．機具のまわりは整理し、燃えやすいもの、引火性のも

　のは近くに置かない。

3．機具は壁など周囲の燃えやすいものからはなす。

4，使用中温度が高くなりすぎないか定期的に監視する。

5．バーナがつまっていないか時々点検する。

6．火をつけたまま給油しない。燃料を確める。

7。給油の際油がこぼれたりタンクの外にたまったりして

　いないか細心の注意をする。

8．機械の正しい使い方を覚える。

“使う火を消すまで離すな目と心“

松代分遣所火事と救急は119

お
年
寄
り
の
事
故
は
「
道
路
横
断
中
」

が
事
故
原
因
の
大
半
で
す
。

特
に
、
こ
ど
も
と
お
年
寄
り
に
は
、

　
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
道
を
譲
っ
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
と
「
肩
が

こ
る
」
と
か
「
ハ
ン
ド
ル
、
プ
レ
ー

キ
操
作
が
容
易
に
で
き
な
い
」
と
言

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
理
く
つ
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
と
確
か
に

心
が
ひ
き
し
ま
り
、
自
然
に
安
全
運

転
に
な
り
ま
す
。
一
度
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
つ
け
運
転
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
島
地
域
の
電
話

ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
り
ま
し
た

（
市
外
局
番
　
0
2
5
5
9
4
）

　
九
月
六
日
（
水
）
、
午
後
二
時
か
ら

大
島
地
域
の
電
話
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
電

話
に
な
り
、
大
島
局
二
〇
〇
〇
番
台
、

三
〇
〇
〇
番
台
に
電
話
番
号
が
変
り
ま

し
た
の
で
、
電
話
を
お
か
け
の
さ
い
は
、

市
外
局
番
に
つ
づ
い
て
電
話
番
号
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
域
集
団
電
話
の
電
話
番
号

は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
安
塚
電
報
電
話
局
）

3
，
9
，
マ
サ
曾
，
，
▼
，
，
サ
，
●
▼
響
▽
曾
●

松
之
山
町
（
浦
田
地
区
）
の

電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て

　
松
之
山
町
・
（
浦
田
地
区
）
の
地
域
集

団
電
話
に
つ
い
て
は
、
九
月
二
十
八
日

（
木
）
、
午
後
二
時
か
ら
一
せ
い
に
一

般
電
話
に
切
替
え
ら
れ
、
電
話
番
号
が

変
り
ま
す
。
浦
田
地
区
に
電
話
を
、
お
か

け
の
さ
い
は
、
よ
く
電
話
番
号
を
確
か

め
、
市
外
局
番
に
う
づ
廿
、
て
軍
話
番
考

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
，
よ
う
に
し
で
ぐ
だ
さ

い
。

（
松
之
山
電
報
電
話
局
）

（
安
　
塚
電
報
電
話
局
）
の（



海
上
保
安
大
学
校

海
上
保
安
学
校

学
生
（
国
家
公
務
員
）

　
　
　
募
　
集

一
、

一
一
、

受
験
申
込
受
付
期
間

昭
和
53
年
9
月
29
日
（
金
）

10

月
1
2
日
（
木
）
ま
で

採
用
予
定
数

大
学
校
学
生

学
校
学
生

水
路
課
程

燈
台
課
程

　
通
信
課
程

航
海
・
機
関

主
計
　
課
程

か
ら

約
5
0
名

約
1
0
名

約
3
5
名

　
約
2
0
名

　
　
　

V
約
2
名

　
　
1

　
　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
（
大
学
校
学

　
　
生
は
昭
和
3
3
年
4
月
2
日
）
以
降

　
　
生
れ
の
男
子
で
次
の
ど
れ
か
の
一

　
　
つ
に
該
当
す
る
者

　
ω
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は

　
　
昭
和
54
年
3
月
ま
で
に
卒
業
す
る

　
　
見
込
み
の
者

　
ω
　
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
を

　
　
修
了
し
た
者
、
又
は
昭
和
5
4
年
3

　
　
月
ま
で
に
修
了
す
る
見
込
み
の
者

　
⑬
　
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し

　
　
た
者

　
第
一
次
試
験

　
大
学
校
学
生
　
昭
和
5
3
年
1
1
月
2
5
日

　
　
　
　
　
　
　
㈹
・
2
6
日
㈲

　
学
校
学
生
　
　
昭
和
5
3
年
11
月
26
日

　
　
　
　
　
　
　
㈲

三
、
　
受
験
資
格

四
、
　
試
験
日

芸支

．葉　　　、、N
　　　　も　　　　る
　、、一ξ

着
’

し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
春
山
他
石
先
生
選

　
　
　
八
月
九
日
　
於
克
雪
セ
ン
タ
ー

風
鈴
の
短
冊
く
る
め
く
大
座
敷

こ
こ
だ
け
を
避
け
し
雷
雨
を
憎
し
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

夕
蝉
の
は
げ
し
く
鳴
き
ぬ
真
野
御
陵

開
け
放
つ
立
秋
の
宿
風
来
た
る

　
第
二
次
試
験

　
昭
和
5
4
年
2
月
1
日
㈹
・
2
日
③
の

　
う
ち
第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

　
定
す
る
日

五
、
　
試
験
地

　
第
一
次
試
験

　
新
潟
市
、
金
沢
市
ほ
か
全
国
2
7
ヵ
所

　
第
二
次
試
験

　
新
潟
市
ほ
か
全
国
n
ヵ
所

六
、
　
受
験
手
続

　
所
定
の
受
験
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

　
え
、
試
験
地
の
申
込
先
に
提
出
す
る

　
こ
と
。

　
　
な
お
、
受
験
申
込
用
紙
は
人
事
院

　
地
方
事
務
局
又
は
最
寄
り
の
海
上
保

　
安
官
署
で
交
付
し
ま
す
が
、
郵
便
で

　
請
求
す
る
場
合
は
封
筒
の
表
に
赤
字

　
で
「
海
上
申
込
用
紙
請
求
」
と
書
き

　
6
0
円
切
手
（
定
形
5
0
9
内
）
を
は
っ

　
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必

　
ず
同
封
の
こ
と
。

七
、
　
身
分
及
び
給
与

　
入
校
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と
し
て

　
の
身
分
を
受
け
、
在
学
中
は
俸
給
約

　
7
宅
0
0
0
円
程
度
が
支
給
さ
れ
る
。

八
、
　
そ
の
他

　
ω
　
受
験
手
数
料
は
無
料

　
ω
　
詳
し
い
こ
と
は
、
6
0
円
切
手
を

　
　
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封

　
　
筒
を
同
封
の
う
え
、
左
記
に
照
会

　
　
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

〒
九
五
〇

新
潟
市
万
代
二
丁
目
二
番
一
号

　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
　
　
　
　
総
務
部
人
事
課

　
　
T
E
L
　
新
潟
局

　
　
　
　
　
　
4
4
1
4
1
5
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

夏
木
立
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
列
走
る

炎
天
の
越
後
平
野
を
輪
行
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

庭
先
に
カ
ン
ナ
五
株
茄
子
十
株

一
雨
の
あ
り
し
朝
よ
り
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

葉
の
蔭
に
採
り
残
さ
れ
し
化
け
胡
瓜

ゆ
か
た
着
の
妻
を
見
直
す
こ
と
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

い
さ
か
い
も
夫
婦
の
仲
や
遠
花
火

僧
二
人
バ
ス
降
り
て
来
し
喜
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

秋
立
っ
や
菊
の
間
の
び
の
気
が
か
り
て

米
寿
の
皆
さ
ま
へ

（6）

．
記
念
品
を
贈
呈

　
本
年
も
米
寿
（
八
十
八
歳
明
治
二
十

三
年
生
ま
れ
）
を
迎
え
ら
れ
た
方
全
員

ー4

郵
政
大
臣
の
お
祝
の
あ
い
さ
つ
状
と

記
念
品
「
湯
の
み
」
を
九
月
十
五
目
（
敬

老
の
日
）
以
降
郵
便
局
か
ら
贈
呈
し
ま

す
。
　
と
こ
ろ
で
郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
創

業
以
来
全
国
各
地
に
ご
加
入
者
の
方
々

の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
施
設
（
簡

易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
を
設
け

て
い
ま
す
が
特
に
高
令
の
方
の
た
め
に

は
健
康
の
保
持
・
増
進
・
心
の
保
養
の

場
と
し
て
加
入
者
ホ
ー
ム
を
設
け
て
皆

さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
◇
敬
老
の
日
の
贈
物
に

　
　
　
　
楽
し
い
お
便
り
を
ノ

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
お

子
さ
ま
の
写
真
、
絵
を
同
封
し
た
楽
し

い
お
便
り
を
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
に
送
ら
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
心
の
こ
も
っ
た
お
便
り
は
お
年
寄
り

の
方
に
と
っ
て
な
に
よ
り
の
贈
物
で
す
。

　
ま
た
話
し
相
手
の
少
な
い
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
の
方
に
は
一
通
の
お
便

り
が
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。
ご
近
所
や
お

知
り
合
い
の
方
に
も
お
便
り
を
出
し
ま

し
ょ
う
。

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

高
々
と
雲
舞
い
昇
る
秋
立
っ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

菊
育
つ
三
日
の
旅
を
た
め
ら
い
て

大
藁
屋
ど
っ
か
と
す
わ
る
門
涼
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

喜
雨
が
来
て
人
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
か
な

真
青
な
鶏
足
山
の
夏
姿

　
　
　
　
せ
が
き
え
　
　
　
立
石

蝉
時
雨
大
施
餓
鬼
会
の
お
ご
そ
か
に

夕
虹
に
日
照
り
続
く
と
姐
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

風
鈴
の
よ
く
な
る
午
後
や
雨
近
し

人
数
を
か
ぞ
え
て
氷
菓
買
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ヨ

夏
ふ
か
し
氷
屋
の
旗
ゆ
ら
ゆ
ら
と

梅
雨
晴
れ
て
入
道
雲
の
た
く
ま
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

百
合
咲
い
て
峡
の
た
そ
が
れ
長
か
り
し

萱
原
を
波
う
た
せ
つ
っ
喜
雨
は
げ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ


